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第173号2025年（令和7年）8月1日（金）

　草刈慎祐議員の議長就任及び座親政彦議員の副議長就任に伴い、各委員会に変更がありました。
　変更後の委員構成をお知らせします。

委員会構成名簿

正副議長就任あいさつ
　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

第
65
代
議
長
・
第
66
代
副
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

と
と
も
に
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
市
民
の
代
表
と
し
て
、多
様
な
声
を
受
け
止
め
、

責
任
あ
る
政
策
決
定
と
継
続
的
な
改
革
に
努
め
る
こ
と
が

使
命
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

災
害
対
策
、
経
済
の
不
透
明
感
な
ど
、
社
会
は
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
木
更
津
市
で
も
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
私
た
ち
市
議
会
は
実
効
性

の
あ
る
政
策
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
公
正
・
公
平
な
議
会
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
議
員
間
の
協
調
と
活
発
な
議
論
を
通

じ
て
、
木
更
津
市
の
未
来
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
築
い

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長　草刈 慎祐

副議長　座親 政彦

◎渡辺　厚子
〇齊藤　秀樹
柗井　晃治
重城　正義
草刈　慎祐
近藤　　忍
三上　和俊

◎永原　利浩
〇竹内　伸江
吉田眞紀人
重信　文彦
安藤　順子
堀切　俊一
石井　徳亮
田中　紀子

◎佐藤　修一
〇吾津松太郎
藤田　真澄
神蔵　五月
座親　政彦
鶴岡　大治
大野　俊幸
斉藤　高根

◎近藤　　忍
〇斉藤　高根
柗井　晃治
竹内　伸江
永原　利浩

◎重城　正義
〇佐藤　修一

総務常任委員会 教育民生
常任委員会

建設経済
常任委員会 議会運営委員会 市庁舎整備

特別委員会

委員は
全議員で構成

◎斉藤　高根
〇竹内　伸江
重信　文彦
安藤　順子
齊藤　秀樹
永原　利浩

◎神蔵　五月
〇吉田眞紀人
柗井　晃治
藤田　真澄
重城　正義
近藤　　忍
大野　俊幸

◎石井　徳亮
〇渡辺　厚子
吾津松太郎
安藤　順子
堀切　俊一
田中　紀子
鶴岡　大治

◎佐藤　修一
〇田中　紀子
吉田眞紀人
吾津松太郎
柗井　晃治
藤田　真澄

◎　委員長
〇　副委員長

基地政策
特別委員会

交通政策
特別委員会

議会改革
特別委員会 議会広報委員会
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令和7年度一般会計補正予算

使い方をチェック！
６月定例会後 一般会計予算　586億9,226万5千円

令和7年度当初予算
計581億220万円

3月定例会
+2億4,321万5千円
計583億6,521万5千円

6月定例会
+3億2,705万円
計586億9,226万5千円

子どもの生活臨時応援事業費   4,340万円
子どもの生活臨時応援事務費 835万6千円
　小学生・中学生の子どもがいる世帯に対し、子ども１人
あたり、4,000円分のギフトカードを支給します。
　※令和７年７月1日時点において、本市に住民登録の　
　　ある小学生・中学生の子どもがいる世帯が対象
　Q　ギフトカードの選択理由は
　A　口座振込の方法は、まず市から通知を送り、対象者
　　　から口座情報等の情報を受け取り、それを市の職
　　　員で確認をして振り込むという事務が発生する。
　　　ギフトカードであれば、対象者からの申請を不要と
　　　するプッシュ型により、迅速に支給ができるため。
　Q　支給の方法は
　A　確実に届けるという観点から、簡易書留を考えてい
　　　る。
　Q　返戻となったものはどうするのか
　A　返戻理由を調査をした後、再送をする。
　　　　　　　　　 （国4,337万１千円・市838万5千円）

定額減税補足給付金給付事業費 ３億６千万円
定額減税補足給付金給付事務費 4,779万1千円
　定額減税に併せて行った調整給付で、不足額が生じ
る方に対して給付を行うため補正するものです。
①仮の金額（調整給付）と本来給付すべき金額との間
で差額が生じた方へ追加で支給するもの。
②定額減税の対象外で、これまでの低所得者世帯向け
給付の対象にもならなかった方に給付するもの。
　Q　申請は必要か
　A　①の方については、申請が必要な方と、申請が不
　　　要な方がいる。両者とも市からのお知らせが郵
　　　送で届くので、内容の確認をお願いしたい。
　　　②の方については、申請が必要となる。
　Q　周知方法は
　A　市公式ホームページや広報きさらづなどでお知ら
　　　せする。
　Q　問合せへの対応は
　A　コールセンターを設置して、市民からの問合せに
　　　お答えする。
　　　  （国２億2,112万７千円・市１億8,666万4千円）

千葉県教育研究指定校事業費 20万円
　千葉県教育委員会の研究指定校である「木更津第一
小学校」及び「太田中学校」において、県の委託金を活
用し、特色ある道徳教育推進校における研究事業を実
施するための経費です。
　Q　具体的な内容は
　A　県が作成した道徳の映像教材の効果的な活用
　　　方法や、考える道徳を主軸にして、各学校の子
　　　どもたちの実態に応じたテーマを掲げて研究を
　　　進めていくものである。
　Q　研究の期間は
　A　２年間の予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （県20万円）

同報系無線子局移設事業費
　　　　　　　　　1,156万1千円
　災害情報（大地震、火災、大雨）や避難誘導などを
放送する、防災行政無線の屋外子局２局を移設するた
めの費用を増額します。
　Q　移設する子局の場所は
　A　滝沢区及び草敷区の子局を移設する。
　Q　子局の数は変わらないのか
　A　既存の子局を移設するため、数の変更はない。
　　　　　　　　　　　　 　   （市1,156万1千円）

母子保健事業費 21万5千円
　妊婦支援給付金（妊娠時と出産後の２回に分けて支
給される給付金）の額の決定等に関する通知が、令和
７年４月１日から必須となったため、通知に要する費用
を増額します。
　Q　これまでは通知はしていなかったのか
　A　義務化されていなかったため、通知はしていな
　　　かった。
　Q　今後は、対象者全員に通知をするのか
　A　全員に通知をする。
　（国 10万 7千円・県 5万 3千円・市 5万 5千円）
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「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問

重
城 

正
義　
議
員

今
後
の
役
職
定
年
職
員
等
の

働
き
方
に
つ
い
て

問　
役
職
定
年
等
の
後
、近
隣
の
か
ず
さ
４

市
の
他
市
に
勤
務
す
る
の
は
い
か
が
か
。

　
下
の
者
は
現
役
で
上
級
職
の
者
と
同
席

す
る
と
忖
度
が
自
然
に
動
作
し
て
し
ま
う

答　
本
市
を
含
め一つ
の
行
政
圏
と
捉
え
人

口
減
少
時
代
の
中
、各
自
治
体
の
更
な
る
活

性
化
を
図
る
こ
と
で
、持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
大
局
的
な
見
地

か
ら
の
ご
提
案
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

答　
派
遣
職
員
に
と
っ
て
は
新
し
い
経
験
を

積
め
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
。一
方
、
職
場
環

境
が
変
化
し
心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス

の
悪
化
が

懸
念
さ
れ

る
。

消
防
広
域
化
に
つ
い
て

問　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
お
け
る
消

防
広
域
化
の
必
要
性
、推
進
方
策
等
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
、令
和
６
年
３
月
に
基
本

指
針
の一部
改
正
が
行
わ
れ
た
。
千
葉
県
が

「
千
葉
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」の
見
直

し
を
行
っ
た
内
容
に
つ
い
て

答　
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を

踏
ま
え
、
県
内
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
広
域
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問　
金
田
小
学
校
整
備
事
業
の
野
外
ト
イ

レ
設
置
に
つ
い
て

答　
「
野
外
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て
」は
、設

置
の
必
要
性

や
緊
急
性
等

を
総
合
的
に

勘
案
し
な
が

ら
、
判
断
す

る
。

千
葉
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画（
表
紙
）

職員への辞令の書式

市
営
体
育
施
設
利
用
の

公
平
性
に
つ
い
て

問　
市
営
体
育
施
設
の
予
約
は
、ス
ポ
ー
ツ

協
会
加
盟
団
体
に
よ
る
先
行
予
約
が
多
く
、

新
規
団
体
や
未
加
盟
団
体
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
が
土
日
祝
に
利
用
し
難
い
状
況
が
あ
る
。

公
共
施
設
と
し
て
の
公
平
な
利
用
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、例
え
ば
土
日
祝
の一部
を一

般
枠
に
設
定
す
る
等
、よ
り
多
様
な
市
民
が

利
用
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
伺
う

答　
市
営
体
育
施
設
の
市
民
体
育
館
や
市

営
野
球
場
、
江
川
総
合
運
動
場
な
ど
で
は
、

土
日
祝
の
予
約
が
取
り
づ

ら
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
枠
の
採
用
も
一
案
と
し

て
、
様
々
な
団
体
が
利
用

し
や
す
い
運
用
を
目
指
し
、

指
定
管
理
者
や
各
競
技
団

体
と
協
議
し
て
い
く
。

1４人の議員が大項目30点、小項目149点に
わたり、一般質問を行いました。
紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、
質問と答弁を掲載しています。

一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の
方針などを問いただし、市民のための適切な市政
運営が行われているかをチェックするものです。

じ
ゅ
う
じ
ょ
う

ま
さ
よ
し

柗
井 

晃
治　
議
員

ま
つ

い

こ
う
じ

齊
藤 

秀
樹　
議
員

さ
い
と
う

ひ
で

き

質問議員の録画中継
　質問議員の録画中継を公開
しています。

質問議員
顔写真下
QRコード
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.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

農
振
農
用
地
の
利
用
に
つ
い
て

問　
長
須
賀
地
区
の
企
業
進
出
の
状
況
に

つ
い
て
、現
在
の
手
続
き
の
状
況
は

答　
農
振
除
外
の
事
前
協
議
を
終
了
し
、土

地
利
用
検
討
を
踏
ま
え
た
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
地
区
計
画
の
提
案
に
向
け
、企

業
内
で
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　
企
業
進
出
予
定
地
の
地
域
計
画
の
状

況
は

答　
地
域
へ
の
説
明
を
開
催
し
た
後
に
、ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
企
業
進
出
予
定
地
は
、農
振
除
外
の
事
前

協
議
が
終
了
し

て
い
る
た
め
、

地
域
計
画
に
含

め
な
い
よ
う
、

地
域
と
の
調
整

を
進
め
て
い
る
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
令
和
６
年
度
の
利
用
実
績
を
伺
う

答　
保
育
施
設
や
習
い
事
へ
の
送
迎
や
学
校

な
ど
の
開
始
前
ま
で
の
預
か
り
な
ど
、延
べ

１
千
８
７
８
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

問　
依
頼
会
員
数
に
対
し
、提
供
会
員
は
充

足
し
て
い
る
か

答　
朝
、夕
に
依
頼
が
集
中
す
る
た
め
、充

足
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

問　
提
供
会
員
を
増
や
す
た
め
の
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う

答　
受
講
機
会
を
増

や
し
、半
日
単
位
の
コ

ー
ス
を
設
定
す
る
な

ど
工
夫
し
た
。
ま
た
、

一
部
の
科
目
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
受
講
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

問　
報
道
に
よ
れ
ば
、勝
浦
市
は
今
年
度
か

ら
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
、保
育
所

等
の
副
食
費
無
償
化
な
ど
を
実
施
す
る
。

こ
れ
に
対
す
る
木
更
津
市
の
評
価
は

答　
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
進
め
る
政
策

と
し
て
は
先
進
的
と
評
価
し
て
い
る
。

問　
木
更
津
市
も
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料

無
償
化
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
は
ど
う
か

答　
財
源
や
施
設
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か

ら
実
施
の
予
定
は
な
い
。

問　
新
た
に
発
足
し
た
こ
ど
も
未
来
部
と

し
て
始
め
る
木
更
津

市
独
自
の
事
業
は

答　
独
自
の
事
業
は

な
い
が
、結
婚
か
ら
子

育
て
期
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
展
開

し
て
い
く
。

社
会
全
体
で
子
育
て
世
帯
を
支
え
、

応
援
し
て
い
か
れ
る
環
境
を

木
更
津
市
も
子
育
て
世
代
に

選
ん
で
い
た
だ
け
る
政
策
を

予定地と思われる風景

一般質問の全文（会議録）
　令和7年6月定例会の会議録は
令和7年8月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧
することができます。

本会議の中継
　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報
　連絡先等を公開しています。

斉
藤 

高
根　
議
員

さ
い
と
う

た
か

ね

神
蔵 

五
月　
議
員

か
み
く
ら

さ

つ
き

堀
切 

俊
一　
議
員

ほ
り
き
り

し
ゅ
ん
い
ち

  勝浦市「こどもまんなか宣言」
（本文以外の事業・・新聞報道より）
○在宅子育て助成金の創設
○妊産婦健診無償化
○一時預かり事業への補助
○出産祝い金の創設
○不妊治療費助成
○おむつ等給付券の拡充   など

一般質問資料
　議員が一般質問する際に使用
した資料を公開しています。
公開期間 ： 次の議会が始まる前日まで
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市
民
と
と
も
に
進
め
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り 

自
治
会
の
在
り
方

問　
木
更
津
市
で
は
今
年
度
、市
民
協
働
部

を
新
設
し
た
が
、自
治
会
・
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
・
市
民
活
動
団
体
の
現
状
と
課
題
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。今
後
の
市
の
取
組
と
、

自
治
会
の
在
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う

答　
地
域
活
動
は
行
政
と
住
民
の
協
力
で

支
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
多
様
な
団
体

が
連
携
し
、住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

協
働
の
仕
組
み
を
進
め
る
。
現
代
社
会
に

合
っ
た
自
治
会

の
在
り
方
を
検

討
し
、
地
域
活

動
の
活
性
化
を

図
る
。

問　

17
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
木
更
津
駐
屯

地
か
ら
出
て
い
く
と
暫
定
配
備
が
終
わ
る

と
考
え
て
い
た
が
市
は
ど
う
定
義
し
た
か

答　
防
衛
省
か
ら
７
月
９
日
に
佐
賀
駐
屯

地
を
開
設
し
８
月
中
旬
ま
で
に
全
機
移
駐

が
完
了
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
飛
行
訓
練

は
行
わ
な
く
な
り
影
響
は
最
小
限
と
な
る
の

で
暫
定
配
備
が
終
了
と
認
識
し
た
。

問　
移
駐
で
自
衛
隊
の
定
員
は
ど
う
な
る
か

答　
防
衛
省
か
ら
約
３
４
０
名
減
少
す
る
と

情
報
提
供
を
受
け
て
い
る
。

問　
米
軍
が
撤
収
し
て
半
世
紀
が
経
過
す

る
が
日
米
地
位
協
定

の
変
更
は
ど
う
か

答　
重
要
な
問
題
で

早
期
の
実
現
に
向
け
日

米
両
政
府
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る

体
験
型
の
観
光
振
興
を
目
指
す
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

答　
き
さ
ら
づ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
体
験

で
得
ら
れ
る
時
間
や
経
験
を
価
値
化
し
、観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
観
光
の
高
付
加
価
値
化
の
為
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
推
進
の
考
え
は
あ
る
か

答　
ア
ジ
ア
を
想
定
し
た
取
組
を
進
め
る
。

問　
ア
ジ
ア
に
限
ら
ず
、体
験
型
観
光
に
価

値
を
求
め
る
層
を
柔

軟
に
検
討
し
て
ほ
し

い
。
地
域
の
主
体
と

の
連
携
の
図
り
方
は

答　
ガ
イ
ド
育
成
等
、

観
光
体
験
の
担
い
手

を
育
成
し
て
い
く
。

.........................................................................................................................................................................

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に

関
す
る
基
本
方
針
の
明
確
化
を

問　
受
益
者
負
担
率
の
分
類
の
表
、対
象
施

設
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
あ
て
は
ま
る
の
か

答　
資
料
の
と
お
り
。

問　
選
択
的
、必
需
的
と
い
う
の
は
抽
象
的

で
解
釈
が
違
う
。
庁
内
で
の
す
り
合
わ
せ
は

答　
分
類
ま
で
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、受

益
者
負
担
率
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
た
。

問　
今
後
、表
の

分
類
が
入
れ
替
わ

る
こ
と
は
あ
る
か

答　
社
会
情
勢
の

変
化
に
応
じ
て
、

施
設
の
選
択
性
や

必
需
性
な
ど
が
変

わ
る
場
合
は
分
類

を
変
更
す
る
こ
と

も
あ
る
と
考
え

る
。

陸
上
自
衛
隊
が
使
用
し
て
い
る

木
更
津
飛
行
場
に
つ
い
て

第
３
次
木
更
津
市
観
光
振
興

計
画
に
つ
い
て

暫定配備中のオスプレイ

シーカヤック体験の様子

藤
田 
真
澄　
議
員

ふ
じ

た

ま

す
み

安
藤 

順
子　
議
員

あ
ん
ど
う

じ
ゅ
ん
こ

近
藤　
忍　
議
員

こ
ん
ど
う

し
の
ぶ

吾
津
松
太
郎　
議
員

あ

づ

ま
つ

た

ろ
う
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田
中 

紀
子　
議
員

適
切
な
事
務
を
進
め
て
き
た
の
か
。

教
育
委
員
会
関
係
会
議
を
問
う

問　
公
民
館
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に

関
す
る
社
会
教
育
委
員
会
議
の
建
議
は

答　
令
和
６
年
４
月
教
育
委
員
会
会
議
で

報
告
し
た
。

問　
公
民
館
運
営
審
議
会
の
意
見
書
は

答　
令
和
６
年
５
月
教
育
委
員
会
会
議
の

終
了
後
、教
育
委
員
に
渡
し
説
明
を
し
た
。

問　
教
育
委
員
会
会
議
で
は
、委
員
協
議
会

は
、ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
開
催
か

答　
令
和
５
年
度
に
２
回
開
催
し
、「
公
民

館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」を
協
議
し
た
。

問　
公
民
館
廃

止
は
だ
れ
が
い

つ
、決
め
た
の
か

答　
令
和
７
年

５
月
教
育
委
員

会
会
議
。

問　
富
士
見
通
り
の
活
性
化
に
つ
い
て
、現

在
、市
が
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
取
組
は

答　
木
更
津
市
産
業
・
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ら
づ
ー
Ｂ
ｉ
Ｚ
）な
ど
と
連
携
し
、起
業
者

と
空
き
店
舗
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、開
店
に
伴
う
改
装

工
事
等
経
費
の一部
を
補
助
す
る
補
助
金
制

度
を
導
入
し
、平
成
30
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
ま
で
で
18
件（
う
ち
西
口
は
13
件
）の
開

店
を
支
援
し
て
い
る
。

問　
こ
の
補
助
金
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、広
報
き
さ
ら
づ
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
な
ど
、
様
々
な
広

報
媒
体
を
活
用
し
、

周
知
し
て
い
る
。

問　
昨
年
、こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
、小
学
生

の
朝
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、必
要
な

取
組
を
進
め
る
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、今
後
の
対
応
は

答　
保
護
者
の
就
労
と
子
育
て
の
両
立
や
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、施
設
や
職
員
の
配
置
等
に
つ
い
て
先
進

市
町
村
の
事
例
を
参
照
し
可
能
性
を
探
る
。

問　
金
田
小
学
校
通
学
路
の
交
通
量
の
多
い

交
差
点
を
歩
車
分
離
式
信
号
に
で
き
な
い
か

答　
交
通
量
や
交
通
事
故
の
発
生
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、歩
車
分
離
式
信
号
へ
の
切
り

替
え
を
含
む
信
号
機

の
改
良
に
つ
い
て
、木

更
津
警
察
署
を
通
じ

て
、
千
葉
県
公
安
委

員
会
に
対
し
、
整
備

の
推
進
を
要
請
す
る
。

.........................................................................................................................................................................

子
ど
も
食
堂
の
支
援
に
も
つ
な
が

る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
拡
充
を

問　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、主
に
家
庭
で
出

て
し
ま
う
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
、食
品
を
必

要
と
す
る
人
に
支
援
と
し
て
届
け
る
こ
と
を

目
的
に
広
が
っ
て
い
る
が
、本
市
の
取
組
は

答　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
常
時
受
け
付
け

て
い
る
ほ
か
、毎
年
11
月
に
開
催
し
て
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
に
て
出
張
受
付
を
行
い
、

い
た
だ
い
た
食
品
は
、同
じ
く
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
木
更
津
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
贈
し
て
い
る
。

問　
常
時
受
付
で
き
る
場
所
を
、来
場
者
の

多
い
朝
日
庁
舎
や
中
央
公
民
館
等
に
も
拡

大
す
べ
き
で
は

答　
設
置
場
所
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、

受
付
方
法
を
含

め
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

品川区の常時回収

木
更
津
駅
西
口
の
活
性
化
に

つ
い
て

小
学
生
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り
や

安
全
な
通
学
路
の
確
保
へ

木更津駅西口の活性化のイメージ

た

な
か

の
り

こ

通学路合同点検 実施予定個所

渡
辺 
厚
子　
議
員

わ
た
な
べ

あ
つ

こ

大
野 

俊
幸　
議
員

お
お

の

と
し
ゆ
き

竹
内 

伸
江　
議
員

た
け
う
ち

の
ぶ

え



　
市
民
の
自
主
的
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
事
に
よ

り
、
市
民
相
互
の
交
流
の
促
進
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
公
民
館
・
市
民
学
習

会
館
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
木

更
津
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

今
回
、『
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
』
に
関
す
る
条

例
を一部
整
備
す
る
事
で
、
こ
れ
に
対
応
し
ま
す
。

Ｑ　
何
が
変
わ
る
の
か

Ａ　
営
利
活
動
を
含
め
た

様
々
な
活
動
が
可
能
。

Ｑ　
今
ま
で
の
生
涯
学

習
・
社
会
教
育
活
動
は

Ａ　
教
育
部
が
補
助
執

行
と
い
う
形
で
維
持
・
継

続
す
る
の
で
、
公
民
館
で

の
今
ま
で
ど
お
り
の
活
動

が
今
後
も
可
能
。

Ｑ　
い
つ
か
ら

Ａ　
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
。

議案審議

何
が
変
わ
る
？
　
仕
組
み
が
変
わ
る
！
　
暮
ら
し
が
変
わ
る
！

議
案
第
42
号
　
木
更
津
市
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

公
民
館
・
市
民
学
習
会
館
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
木
更
津
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
を
整
備

令和7年6月定例会で審議された議案等を
公開しています。

Ｑ　
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
と
は

Ａ　
扶
養
控
除
対
象
と
な
ら
な
い
合
計
所
得
金
額

が
５８
万
円
を
超
え
る
年
齢
１９
歳
以
上
２３
歳
未
満
の

大
学
生
年
代
の
子
（
特
定
親
族
）
も
新
た
に
特
別

控
除
の
対
象
と
し
、
特
定
親
族
の
所
得
額
に
応
じ
て

控
除
額
を
規
定
。

Ｑ　
令
和
７
年
の
年
末
調
整
で
気
を
付
け
る
こ
と
は

Ａ　
①
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、 

そ
の
年
最

後
の
給
与
支
払
日
の
前
日
ま
で
に
「
給
与
所
得
者
の 

特
定
親
族
特
別
控
除
申
告
書
」
を
給
与
支
払
者
に

提
出
。 

②
新
た
に
扶
養
控
除
等
の
対
象
の
親
族
等
が

い
る
場
合
は
、「
扶
養
控
除
等
（
異

動
）
申
告
書
」
を
提
出
。

Ｑ　
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
は

Ａ　
一
箱
の
重
量
ご
と
に
紙
巻
た

ば
こ
の
本
数
に
換
算
し
、
紙
巻

た
ば
こ
と
の
税
負
担
の
差
の
解

消
を
図
る
。
見
直
し
の
実
施
は

令
和
８
年
４
月
と
同
年
１０
月
の

２
段
階
に
分
け
て
行
う
。

議
案
第
40
号
　
木
更
津
市
税
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の一部
を
改
正
す

る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に

伴
い
、
条
例
を一部
改
正

Ｑ　
木
更
津
駅
周
辺
の
民
間
駐
車
場
の
台
数
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か

Ａ　
駅
周
辺
の
民
間
駐
車
場
の
台
数
は
、
定
期
利

用
で
１
３
５
６
台
、一時
預
か
り
利
用
で
、７
７
７
台
。

Ｑ　
木
更
津
駅
西
口
駐
車
場
が
廃
止
さ
れ
た
が
、

周
辺
に
あ
る
民
間
駐
車
場
の
台
数
で
、
不
足
し
な
い

の
か

Ａ　
令
和
５
年
５
月
の
西
口
駐
車
場
休
止
後
に
、
平

日
に
お
け
る
駅
周
辺
の
駐
車
場
の
利
用
率
を
現
地

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
駐
車
場
利
用
率
は
約
５０
％
で
あ

り
、
現
段
階
で
駐
車
場
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、

不
足
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

議
案
第
37
号
　
木
更
津
市
駐
車
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

木
更
津
市
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
、木
更
津
駅
前
西
口

駐
車
場
を
廃
止
す
る
た
め
、条
例
を
廃
止
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※木更津駅周辺民間駐車場の
　調査エリア内の利用状況を
　調査した結果、保有台数は
　２１３３台。
※駅周辺民間駐車場を分散利
　用する事で西口駐車場利用
　者分の駐車場は確保出来る
　と判断。

木更津駅周辺
民間駐車場利用状況



9

第173号 2025年（令和7年）8月1日（金）

発議案

　平成18年度より教職員の給与費の国費用負担割合が２分の１から３分の１に縮減されて、地方財
政への負担が増大している現状であり、義務教育の機会均等と教育水準の維持向上を図るため、教
職員の確保に必要な財源を国が保障する義務教育国庫負担制度の堅持を求めるものです。

陳情第３号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書

　国は教育の重要性を重視し、教育分野に対して十分な予算措置を講じる重い責任と義務が
あり、日本の未来を担う子どもたちに十分な教育を保障するため、国において202６年度の教
育予算を拡充するよう求めるものです。

　委員会では、陳情者からの趣旨説明を受けた後、現状の課題などを具体的に質疑しました。
さらに、執行部から参考意見を聴取し、陳情第３号、陳情第４号ともに、委員会・本会議で全会
一致で採択されました。

陳情者　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会
　　　　会長　吉田　瑞穂さん

陳情者　木更津市の公民館と図書館を考える会
　　　　代表　加瀬　隆さん

陳情第４号　「国における2026年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書

　市の「公民館をコミュニティセンターへ移行方針」を示したことに対し、①公民館を廃止しないこと、
②公民館の使用料を原則「無料」にすること、③吾妻公園文化芸術施設の建設計画を再検討するこ
と、④新図書館への指定管理者制度の導入等、民営化をしないことを求めるものです。

　陳情者への質疑のあと、執行部からの参考意見を聴取しました。委員会では、「趣旨採択の動議」
が提出されたものの3：4で不採択となりました。

陳情第５号　木更津市の公民館と図書館に関する陳情書

　陳情第3号・第4号が本会議で採択になったため、発議案が提出され、全会一致で可決されました。

発議案第3号　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
発議案第4号　国における2026年度教育予算拡充に関する意見書について

本会議で
陳情第3号・第4号を審議

採択を受け、
意見書を議員発議案

として提出

本会議で
発議案を審議

議会終了後、
内閣総理大臣他
関係機関に提出

可 決採 択

教育民生常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

本会議で委員会の

結果報告後、審議

採 択 採 択

本会議で委員会の

結果報告後、審議

教育民生常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会
執行部の参考意見を
聞いて審査

①
趣旨採択の
動議

不採択 不採択

②
陳情の原案に
対する採決

否 決

陳　情
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賛否のわかれた議案等をお知らせします
他22件の議案等は、原案のとおり全会一致で可決しました。

※表の見方　　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません

委員会の行政視察

　６月定例会初日の５月29日に、永年在職議員に対する表彰
状と記念品の伝達式が執り行われました。
　今回の表彰は、『永年にわたり、地方自治の進展と市政の振
興に貢献された功績が顕著である』として全国市議会議長会
から顕彰されたもので、石井徳亮議員が表彰されました。

　行政視察は、他の自治体が行っている施策等を調査研究し、
市民福祉の向上やまちづくり施策に活かそうとするものです。
調査項目は、所管事項を各委員会で協議して決定しています。

　令和７年７月９日の配備期限を前に、陸上自衛隊オスプレイの移駐先である佐賀駐屯地の整
備状況の視察を行いました。主要施設は６月末までに完成予定で、７月９日の正式開設後、８月
中旬までに全１７機を順次移駐する予定とのことです。暫定配備終了後も定期機体整備のため
に飛来が予定されるなど課題も認識し、引き続き責任ある対応を進めていきます。

永年在職議員表彰
在職10年　石井 徳亮 議員

基地政策特別委員会
令和７年５月８日・９日
・佐賀駐屯地  「陸上自衛隊オスプレイの佐賀駐屯地への移駐に
　ついて」
・相浦駐屯地  「基地の概要及び行政や地域との関わりについて」

佐賀駐屯地の視察の様子
（佐賀空港展望デッキから）

　「意見公募で多くの意見が寄せられたが、会議では結果が示されず進められた。制度の趣旨を没
却するものであり、市民の意見も十分に反映されず、教育委員会との協議も不十分と考え、反対」
　「開館時間や休館日の見直しで利便性が図られ、利用申請には市内外や営利目的で差を設けて
いる。他自治体の事例もあり、市民交流によりさらなるまちづくりの形成が感じられると考え、賛成」

議案第４２号　木更津市金田地域交流センターの設置及び管理に関する条例
　　　　　　 の一部を改正する条例の制定について

主な討論の内容

反対
討論

賛成
討論



令和６年度の各会派の
政務活動費の収支報告
書を公開しています。
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政務活動費の収支報告

6月定例会の傍聴者は延べ61名でした。
9月定例会の特別委員会の開催日時は現在未定
です。
詳しくは、議会事務局（電話 23‐7185）へ
お問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを
貸し出しています。また、市議会ホームページからも「声
の市議会だより」をお聞きいただけます。
●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）を
インターネットでもご覧いただけます。

URL： https://www.city.kisarazu.lg.jp/
　　　gyouseijoho/shigikai/eizouhaishin/8048.html

次
回
９
月
定
例
会（
予
定
）

日

15
本会議あ
（初日）

16
本会議あ
（初日）

17 18
本会議あ
（初日）

19
本会議あ
（初日）

14

22
本会議あ
（初日）

23
本会議あ
（初日）

24 25
本会議あ
（初日）

26
本会議

（議案審議）
（閉会）

21

20

27

8
本会議あ
（初日）

9
総務

常任委員会

10
教育民生
常任委員会

11
建設経済
常任委員会

12
本会議あ
（初日）

7 13

9/1 2 3 4 531 6

30
本会議あ
（初日）

1
本会議あ
（初日）

2
本会議あ
（初日）

8/29
本会議
（開会）

30 30
月 火 水 木 金 土

本 　 会 　 議
（ 一 般 質 問 ）

　政務活動費は条例に基づき、議員の調査研究その他の
活動に必要な経費の一部として、会派に対し交付されます。

・交付対象　　　会派（所属議員が１人の場合を含む）
・交付金額年額　240,000円（月額20,000円）×会派の所属議員数
・交付の方法　　４月に一括交付
・経費の範囲　　全11項目…①調査研究費　②研修費　③広報費　④広聴費　
　　　　　　　　　　　　　⑤要請・陳情活動費　⑥会議費　⑦資料作成費
　　　　　　　　　　　　　⑧資料購入費  ⑨人件費　⑩事務所費　⑪その他の経費

①調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
③広報費：調査研究活動、議会活動、市の政策について住民に報告するための経費
⑦資料作成費：調査研究活動のために必要な資料の作成経費

令和６年度　政務活動費収支報告書　（令和６年４月分～令和７年３月分）

決算審査特別委員会
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市議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしています

こちら編集会議

※いただいたご意見等は、市議会だよりに
　掲載する場合があります。

　広報委員会は、市民目線に立って「読みやすい、
親しみやすい」紙面づくりを目指しており、 スマート
フォンからご意見・ご感想を送れるようにいたしまし
た。（右図参照）
　なお、従来通り電話、FAX、メール、郵送での送
付も受付いたします。

　とうもろこし栽培の種まきで、子どもたちに取
材をさせてもらった際には「土にタネを入れるの
が難しかった」「自分で育てたとうもろこしを家族
に食べてもらいたい」と心が温まるコメントが聞
けてほっこりしました！

電　話）0438-23-7185　FAX）0438-22-4734
メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
住　所） 〒292-8501
　　   　木更津市富士見1-2-1 市議会事務局 宛

Topics ～中郷地区まちづくり協議会を取材～

地域とともに育む特色ある学び
　中郷地区まちづくり協議会では、小規模特認校
である中郷小学校と連携し、地域資源を活かした
特色ある教育活動を行っています。令和元年から
は、6年生を対象に「とうもろこし栽培」の体験学習
を実施しています。
 体験学習では、「ＪＡ木更津市」の職員の方や「神

谷 農 園 」の
神谷さんの
指導のもと、
中郷地区ま
ちづくり協
議会の皆さ
んと一緒に、
種 まき・定
植・生 育 調

査・収穫までの一連の作業に取り組みます。とうも
ろこしは朝早く収穫すると甘みが増すことも学び、
実際に早朝の収穫体験も行いました。
　中郷地区まちづくり協議会では、６年生の「とう
もろこし栽培」だけでなく、１・２年生では「いちご」、
3年生では「梨」、４年生では「大豆」、５年生では
「米」と様々な体験を提供しています。

　地域の方々から栽培のコツを教わりながら、子
どもたちは土に触れ、自然の変化を感じ、作物の
成長を間近で体験します。この活動は、農作業にと
どまらず、地域の人々とのふれあいを通じて、ふる
さとへの愛着や人とのつながりの大切さを学ぶ貴
重な機会となっています。

素敵なこの地を多くの人に知ってほしい
　中郷地区まちづくり協議会では、地域を盛り上
げるために、夏には「中郷夏祭り」、秋には、ソプラ
ノ歌手をゲストに迎えての「ふれあいコンサート」、
冬には、地域の歴史を学ぶ「オリエンテーリング」な
ど他にも様々なイベントを企画・開催しています。
　中郷地区まちづくり協議会会長の原田さんは
「この地域は
子どもが少な
い。中郷の素
晴らしさをぜ
ひ知っていた
だいて、多くの
方々に来ても
らいたい」と話
していました。

中郷地区まちづくり協議会と連携した〝特別”な授業

木更津市議会広報委員会　◎委員長  〇副委員長
　◎佐藤　修一　〇田中　紀子　　吉田眞紀人
　　吾津松太郎　　柗井　晃治　　藤田　真澄

スマートフォンでの
ご意見･ご感想の送付手順

①上記のQRコードをスマートフォンのカメラで
　読み取る。

②画面に表示されたリンク先をタップ。

③簡単な設問に回答。
　（自由記述できる欄もあります）

④「確認画面へ進む」をタップ。

⑤記載内容を確認したら、「送信」をタップ。

後列の左端：代表の原田さん


